
５/２６(金) 今年度第1回「避難訓練」を行いました

今年度第１回目の訓練です。地震が起こった後、家庭科室から出火したという想定で行
いました。毎回の訓練で全員に求めることは一つ、「命を守るため真剣に行うこと」です。
①地震直後の放送の指示で「身を守る行動を取る」、そして「次の指示を待つ」
②火災発生後の放送の指示で「避難行動を取る」(今回は体育館への避難)
③避難後、全員確認や次の指示まで「静かに待つ」

これらについて事前指導を丁寧に行い、当日はどの児童も職員も、実に真剣に訓練を行う
ことができました。当日指導にこられた福井東消防署の方、本校消防設備担当者の方どち
らも、「こんなに真剣に静かに訓練できている学校はなかなかないです。素晴らしかった
です。」と、最大級のお褒めの言葉をいただきました。
今回は、『ひなんくんれん がっこうにある、いのちをまもるたいせつなもの』という

題で、写真(パワーポイント)を使って私から話をしました。「学校には『命』を守るため
の大切な設備がたくさんある。それらの存在に、ちゃんと気づいていてほしい。いざとい
うときのため、どんな風に使われるのか(使うのか)、ちゃんと分かっていてほしい。」と
いうのがねらい(願い)です。
「火災報知器」のボタンの位置確認と、非常時は押すことの確認。報知器の下に持ち出

し非常電話を差し込む穴があり、職員室と直接会話ができること。「消火栓」の扉を開け
た中身(ホース)の確認。「消火器」は各階に複数あることの確認。非常時は煙や熱を探知
して閉まる「防火扉」、閉まっても、自分で開けて避難できること。
そして、「自分で使うことがあるかも知れない。自分で使えないときは、近くの人(大人

や上級生)が使うかも知れない。」という心の準備をしておくことが大事ということや、「い
ざというときに使えるようにしておくために、平常時は絶対にさわらない。」ということ
も確認しました。児童全員、実に真剣に聞き、「自分事」としてとらえていました。
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最後に、代表して６年生が消火器体験を行い、訓練は
終了しました。
「保護者の方にも訓練を公開しご理解をいただく。そ

して、いただいたご意見をよりよい学校安全教育につな
げる。」が今年度スクールプランに載せた重点目標(具体
的取組)です。参観してくださった保護者の方のご意見を
載せさせていただきます。
＜参観した保護者の方からのご意見・ご感想＞
・体育館で校長先生が設備の説明をされていて、私も知らないことがあり、とても勉強
になりました。子どもたちも普段何気なく見ているものですが、使い方や仕様など分
からないことについて写真で説明があり、理解しやすかったのではないかと思います。
校長先生もおっしゃっていましたが、授業中だけでなく、あらゆる場面(トイレ中や図
書室にいるときなど…)での訓練をしていくことで、災害時、落ち着いて行動できるよ
うになってほしいと思います。(１年生・３年生保護者)
・みんな真剣に取り組んでいて、よかったです。訓練後のお話も分かりやすくて、子ど
もたちもしっかり聞けていたこともよかったです。(１年生・２年生保護者)
・１年２組を参観させていただきました。子どもたちが皆静かに真面目に取り組んでい
る姿を見て、とても感心しました。校長先生が体育館で消火器などの説明をしてくだ
さったので、子どもたちはとても勉強になったと思います。これからいろいろな種類、
状況で避難訓練を行いたい、と校長先生がおっしゃっていたので、子どもたちが多く
のことを経験できることを期待しております。(１年生保護者)
・避難訓練の参観は初めてなので、参観できてよかったです。子どもたちは皆、真剣に
取り組んでいましたね。今後、休み時間中の訓練も行う予定だと伺い、いろいろな状
況で訓練することは必要だと思いました。(１年生・６年生保護者)

＜児童振り返りより(中略あり)＞
・こうどうをしっかりしてじぶんのいのちをまもれてよかったです。せんせいのはなし
をよくききました。ひなんするときドキドキしました。(１－１ F さん)
・こわかったです。ふざけず、つくえの足をもちました。いのちをまもるためにいろい
ろなくふうが(学校に)あるとわかりました。 (２－２ Y さん)
・しょうぼうしょの人のお話を聞いて、けむりは、横に進むのは歩くスピードくらいな
のをはじめて知りました。たてに進むのは走るよりも少しはやいと知り、びっくりし
ました。けむりは上に上がるのがはやいんだと思いました。(３－１ Yさん)
・わたしは消火きを使ってみたいと思いました。ひじょうベルのところで電話をするこ
とは知らなかったし、すごいと思いました。先生たちは、どういうことをしているか、
気になったので聞きたいと思いました。 (４－１ Kさん)
・しゃべらずに真剣に取り組めました。いつ何が起こるか分からないし、そんな時に備
えて避難訓練があると思うので、ちょっとしかない避難訓練を大事に取り組んでいき
ます。 (５－１ M さん)
・今日の避難訓練で改めて、地震や火事でどう行動すればいい
のかが分かりました。消火器の場所や、消火栓の仕組みと、
中身を知ることができました。起きてほしくないですが、火
事や地震が起きたとき、この訓練を生かしたいと思います。
消火器体験は初めてだったけど、いい体験になりました。

(６－１ K さん)

全校児童振り返り「自分で考えて真剣に訓練できたか」 できた：９７％

安全安心な学校づくりのため、今後も安全教育や様々な場面を想定した訓練等の充実を
図って参ります。ご参加いただいた保護者の皆様、本当にありがとうございました。


